
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 15 日(日)仏教壮年会総会が持たれました。 

鈴鹿組組内の方々との交流で 

もある念仏奉仕団、津の正覚寺 

様との交流会も持ち続けていき 

つつも、会員にどう行事に参 

画いただけるか、バーベキューでは気軽に参加して

いただきたい。昨年度はご本山での御正忌報恩講に

参拝、嵐山での湯豆腐・散策は大変良かったとの声

が多かった。今年は近場での一日研修会を秋に企画

する。例会では、興味や身近な話題で会員だけでな

く他の門信徒の方々にも参加してもらいたい。 

 

 

 5 月 7 日(土)鈴鹿組仏教婦人会会長会議と 5 月 8 日(日)

存仁寺仏婦班長会が持たれました。 

今年は鈴鹿組仏婦会長に丸 

橋さんに就任いただいたの 

で所属寺である存仁寺が会 

場となり、議事審議が行われ

ました。それを受け、 

存仁寺仏婦班長会です。 

堀会長はじめ新役員と 

今年の班長さんでの初め 

ての会議でした。 

その中で今年から、夏の墓地清掃は会員皆さまで執り行

うことが話されま 

した。7 月 30 日 

(土)7 時 30 分。 

お世話になります。 

鹿子の袖の朝露に 破れし窓の月影に 大悲の光り仰ぎつつ 六字のみ名を 

よろこびし ああ上人のあとぞ尊し  幾たび炎くぐるとも きびしき風に終わるともいく

山川を踏み越えて すくいの道を伝えたる ああ上人の あとぞおおしき 

商い人もすなどりも ひとしくともにへだてなく 御同朋と手をとりて  

明るきいのちあふれたる ああ上人の あとぞ恋しき        「山科の路」より 

5 月 28 日(土)曇り空の中、総代・世話方仏教壮年会の方々によるマキ刈り奉仕を 

していただきました。垣の上、蘇鉄が大きくなっていますがきれいに刈り込んで 

いただきました。お疲れさまでした、ありがとうございました。 

5月12日(木)無量寿会第1回例会が持たれました。 

岡田さん調声で「正信偈」のおつ 

とめ、井関会長よりご挨拶を兼ね 

てお話と、母の日にちなんで 

カーネーションのクラフトでジャ 

ンケンゲーム。盛り上がりました。 

 

初夏らしい 

お菓子をい 

ただき、 

ひとときの 

 

 

 

 

 

おしゃべりタイムです。その後、住職より皆出席の

方に送った色紙「現生十益」の話、と初夏の歌です。 

               「せっせっせーの 

                よいよいよい、 

                夏も近づく 

                八十八夜、トン

トン・・・」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 

吾
が
意
志
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と
こ
と
ん
張
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松
の
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梅
雨
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
。
蒸
し
暑
さ
に
体
調
も
崩
れ
る
頃 

水
分
補
給
を
し
っ
か
り
と
し
て
熱
中
症
に
も
ご
注
意
を
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
自
愛
に
て
、
お
念
仏
ご
相
続
く
だ
さ
い
。 

合
掌 

札
幌
市 

大
島 光

子 

さ
ん 

 

朝
倉
市 

森
田 

瑛
子 

さ
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平
成
二
十
年
に
現
役
を
離
れ
て
早
や
八
年
の
月

日
が
瞬
く
間
に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
あ
ー
ッ
と

言
う
間
の
日
々
で
し
た
。
ふ
と
、
振
り
返
る
時

に
、
こ
の
間
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
何
も

出
来
な
か
っ
た
事
を
悔
い
る
次
第
で
す
。
と
こ

ろ
で
、
四
月
十
四
日
に
は
、
九
州
熊
本
が
活
断

層
の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
現
在
も
震
度
四
レ
ベ

ル
の
地
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
惨
状
を
テ
レ
ビ

で
見
る
度
に
心
が
痛
み
ま
す
。
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
早
い
復
興
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
惨
状
を
見
る
度
に
、
私

が
幼
少
時
に
観
た
映
画(

喜
び
も
悲
し
み
も
幾

歳
月)

を
重
ね
て
思
い
出
し
ま
す
。
小
学
校
時
に

推
薦
映
画
と
し
て
全
校
生
徒
が
観
賞
し
ま
し

た
。
「
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」 

華
や
か
に
人
の
目
に
触
れ
る
仕
事
で
な
く
、
人

知
れ
ず
に
実
直
に
働
く
灯
台
守
の
人
生
を
描
い

た
映
画
で
し
た
。
主
人
公
が
辿
る
数
々
の
悲
し

い
出
来
事
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
、
息

子
を
不
良
の
ケ
ン
カ
で
刺
殺
さ
れ
、
転
勤
で
単

身
赴
任
、
愛
娘
が
新
婚
旅
行
で
向
か
う
海
路
で

の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
、
主
人
公
の
灯
台
守
は
愛
情

を
込
め
た
優
し
い
ラ
イ
ト
を
娘
に
送
る
シ
ー
ン

に
共
感
し
て
涙
し
ま
し
た
。
そ
の
喜
び
に
出
遭

っ
た
主
人
公
の
灯
台
守
は
、
こ
の
仕
事
を
捨
て

ず
に
続
け
て
良
か
っ
た
と
夫
婦
共
に
深
い
感
慨

に
涙
し
、
そ
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
を
私
は
未
だ
忘

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
撮
影
の
舞
台
の
一
つ
が
小
樽

市
祝
津
岬(

日
和
山
灯
台)

と
石
狩
海
岸
に
在
る

歌
碑
に
偶
然
に
出
逢
え
た
喜
び
は
一
入
で
し

た
。
祝
津
海
岸
岬
か
ら
見
る
大
海
原
は
絶
景
で

言
葉
も
少
な
く
心
に
熱
い
も
の
が
流
れ
ま
し

た
。
前
述
の
映
画
と
自
信
に
は
関
連
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
災
害
を
被
っ
た
方
々
に
は
将
来
に
希

望
を
捨
て
ず
に
強
く
生
き
て
頂
き
た
い
と
の
思

い
が
重
な
り
ま
す
。 

 
 

北
海
道
大
島
義
勝
さ
ん 

毎月 1 日と 16 日のさわやかなひと時、6 時 30 分～7 時 15 分おあさじにお参りください 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://t.pimg.jp/001/239/553/1/1239553.jpg&imgrefurl=https://pixta.jp/illustration/1239553&docid=Eq25NG1u7uApFM&tbnid=gX9_7FCieVPWYM:&w=466&h=450&bih=617&biw=1130&ved=0ahUKEwjZm9O5r5XNAhULmZQKHYcsD2IQxiAIAg&iact=c&ictx=1

